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仕組みを「つくる」

　受精卵というたった１つの細胞から異
なる種類の細胞が生まれ、適切な場所に
配置されてどんどん複雑な体ができてい
く。──生物の発生はそんな驚くべき過
程です。こうした興味深い機能を知るた
めに、生物のパーツを組み合わせ、人工
的に仕組みを再現しようとしています。
私は自分の手でつくることで、生物の仕
組みを理解したいのです。
　おもちゃの組み立てブロックと同じよう
な感覚で楽しい一面もありますが、遺伝
子などのパーツづくりにはとても時間が
かかります。パーツを組み合わせても予
想外のことが起こり、なかなか思い通り
にはいきません。生物は本当によくでき
ていると感じます。私たちは技術的にも
発想的にも、まだまだ自然界の生物には
遠く及びません。ですから、４年半かかっ
てようやく発生の仕組みの一部ができた
ときは、本当にうれしいと思いました。
　あきらめかけたことも度々ありました
が、さきがけに採択されてから研究が一
気に進んだような気がします。学会では
ふつう「うまくいったこと」を話します
が、さきがけの領域会議は見栄をはらず

に「困っていること」を話せる貴重な場
でした。そこでアドバイスをいただき、
問題点を整理できたことが大きかったの
だと思います。

研究は加点方式の職業

　研究の仕事は、基本は失敗の連続で、
ごくまれに成功すればそれでよしとする
加点方式の職業です。減点方式ではない
ので、誰もやっていない課題に挑戦する
のはリスクを冒すことではありません。
そういう職業は貴重だと思います。研究
者を目指す若い人も、恐れずにいろいろ
なことに挑戦してほしいですね。
　いまは研究室を運営する立場になった
ことで、「私の研究」ではなく「私たち
の研究」と思えるようになりました。う
まくいったときの喜びをメンバーと分か
ち合えるのが新たな魅力です。事務のサ
ポートを含めて、周囲に支えられている
ことも改めて実感しています。

世界の秘密を知りたい

　学生時代はダイビングが趣味でした。
最近は水族館によく行きます。生き物が
好きで、野生のサルを見たくてアマゾン
にも行きました。
　小学校の先生の影響で、理科に興味を
持ちました。理科って自然界の秘密を知

ることができるような気がしませんか？ 
ワクワクして大好きでした。本格的に生
物学に興味を持ったのは高校生のころ。
DNAの話を聞いて、「生命の大きな秘密
を知った！」と感動したことを覚えてい
ます。
　その気持ちはいまも変わりません。最
近は生物についての理解も進み、どんな
パーツが必要なのかもわかってきまし
た。そうした知識をもとに、生物の面白
い仕組みを自分でつくりながら、まだ知
られていない新しい世界の秘密に迫るの
が目標です。
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戦略的創造研究推進事業さきがけ
「細胞機能の構成的な理解と制御」領域
研究課題「細胞間フィードバック回路による細胞運命の制御」
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ラボには笑顔が絶えない。

●戎家さんの詳しい研究内容を知りたい方はこちらへ
http://www.jst.go.jp/presto/synbio/member/researcher2.html#_researcher4
http://www.cdb.riken.jp/jp/02_research/0207_strategic06.html
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